
 の
被害対策について

しまなみ
農業だより

⑴ 

生
態

【
生
活
】　

本
来
は
昼
間
活
発
に

行
動
。
人
間
を
恐
れ
日
没
か
ら

夜
間
に
行
動
。

【
行
勤
】　

行
動
範
囲
は
数
km
四

方
で
、
定
着
と
移
動
を
繰
り
返

す
。
海
を
数
km
泳
ぐ
こ
と
も
。

【
食
性
】　

雑
食
性
。
人
間
の
食

べ
物
は
全
て
食
べ
る
。
秋
の
ド
ン

グ
リ
は
大
好
物
。

【
集
団
】　

オ
ス
は
単
独
生
活
。

メ
ス
は
子
供
や
姉
妹
と
群
れ
を

作
る
。
オ
ス
は
交
尾
期
に
群
れ

に
入
り
、一夫
多
妻
制
。

【
繁
殖
】　

交
尾
期
は
年
に
1
回

で
、
12
月
〜
2
月
頃
：
出
産

は
4
月
〜
6
月
頃
。
メ
ス
は
2

歳
で
初
産
を
迎
え
、
5
頭
前
後

被害対策につい

2 

主
な
対
策

3 

イ
ノ
シ
シ
に
出
会
っ
た
ら

１ 

イ
ノ
シ
シ
の

　
　

生
態
と
特
徴

イ ノ シシ

●
耕
作
地
や
住
宅
周
辺
の
草
刈

り
を
し
ま
し
ょ
う
。

•

雑
草
が
茂
れ
ば
、
獣
の
侵
入

経
路
や
隠
れ
場
所
に
な
り
ま
す
。

•

山
際
等
の
草
木
の
伐
採
や
下

草
刈
を
行
っ
て
、
鳥
獣
が
出
没

し
に
く
い
環
境
を
作
り
ま
し
よ

う
。

⑵ 

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ

●
結
束
線
は
腐
食
に
強
い
ス
テ

ン
レ
ス
製
が
良
い
。

●
つ
な
ぎ
目
、
地
際
を
掘
り
返

さ
れ
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と

固
定
。

●
地
形
の
凸
凹
に
台
わ
せ
で
隙

間
な
く
張
る
。

●
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
の
横
筋
は

圃
場
側
に
す
る
。

⑶ 

電
気
柵

●
皮
膚
は
電
気
シ
ョッ
ク
が
効
か

な
い
の
で
、
確
実
に
鼻
に
当
た
る

よ
う
に
柵
線
を
設
置
。

●
柵
線
の
高
さ
は
、
絶
え
ず
20

㎝
、
40㎝
を
保
持
す
る
。

●
地
形
の
凸
凹
に
あ
わ
せ
て
、

支
柱
を
追
加
す
る
。

●
碍
子
は
外
側
で
、
支
柱
と
柵

線
は
接
触
さ
せ
な
い
。

●
草
刈
等
を
励
行
し
、
漏
電
を

防
ぐ
。

⑴ 

静
か
に
そ
の
場
を
離
れ
ま

し
ょ
う
。

●
背
中
を
見
せ
ず
に
ゆ
っ
く
り

●
あ
わ
て
て
急
に
走
り
だ

し
た
り
す
る
と
、
イ
ノ
シ

シ
を
興
奮
さ
せ
て
危
険
で

す
。

⑵ 

威
嚇
し
た
り
、
追
い

払
っ
た
り
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

●
大
声
を
出
し
た
り
、
物

を
投
げ
た
り
し
て
、
イ
ノ

シ
シ
を
刺
激
し
興
奮
さ
せ

る
と
、
人
を
襲
う
可
能
性

が
あ
り
非
常
に
危
険
で

す
。

●
次
の
よ
う
な
場
合
は
イ

⑴ 

集
落
環
境
の
整
備

●
餌
付
け
に
な
る
こ
と
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

•

農
作
物
や
野
菜
ク
ズ
等

を
農
地
に
捨
て
な
い
。

•

自
家
用
の
野
菜
や
果
実

は
全
て
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。

•

お
墓
の
お
供
え
物
も
、

餌
付
け
と
同
じ
な
の
で
、

家
に
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

を
出
産
。
自
然
界
で
の
寿
命
は
、

オ
ス
で
6
歳
、
メ
ス
で
10
歳
程

度
。

⑵ 

特
徴

●
き
わ
め
て
警
戒
心
が
強
＜
、

臆
病
。
安
全
な
場
所
で
は
大
胆

に
行
動
。

●
学
習
能
力
は
高
く
、光
や
音
、

に
お
い
な
ど
に
よ
る
忌
避
効
果
は

一時
的
。

●
ジ
ャ
ン
プ
カ
は
最
大
１
２
０

㎝
。

●
嗅
覚
は
犬
並
み
、
鼻
は
70
㎏ 

程
度
の
も
の
を
持
ち
上
げ
る
。

●
柵
等
の
障
害
物
が
あ
る
と
飛

び
越
え
る
よ
り
、
潜
り
こ
む
こ

と
を
す
る
。

ノ
シ
シ
が
興
奮
し
た
状
態
で
襲
っ

て
く
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

•

イ
ノ
シ
シ
が
怪
我
し
て
い
る
。 

•

イ
ノ
シ
シ
が
犬
に
追
わ
れ
て
い

る
。 

•

発
情
期
（
晩
秋
か
ら
冬
）
や

分
娩
後
（
4
月
か
ら
6
月
は
出

産
時
期
）
で
攻
撃
的
に
な
っ
て
い

る
。

•

犬
を
連
れ
て
い
る
場
合
、
犬
と

飼
い
主
を
敵
と
判
断
し
襲
っ
て

く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

と
後
退
し
、
静
か
に
そ
の
場
を

離
れ
ま
し
ょ
う
。
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消防だより

平成30年７月出動件数

（平成30年７月31日現在）

火災・救急・救助は

上島町消防署 ☎77-4118

地区 弓削 生名 岩城 魚島 合計 H30累計

火災 1 ０ 1 ０ ０ 3

救急 27 15 14 2 58 290

　7月から 8 月の 3 日間で、町内の各保
育所において、第 2回幼年消防クラブが
行われました。園児達は花火使用時の注意
点について消防職員の話を真剣に聞き、防
火DVDにより火災の恐ろしさを学びまし
た。また、消火器の取扱い体験では歓声を
あげながら楽しく学習することができまし
た。

花火の取扱い学習（弓削保育所）

防火DVD鑑賞（岩城保育所）

消火器の取扱い体験（生名・魚島保育所）

　｢救急の日｣ は、救急医療及び救急業務に対する正し
い理解と認識を深め、かつ、救急医療関係者の意識の高
揚を図ることを目的とし、毎年 9月 9日を ｢救急の日｣
と定めています。また、この日を含む 1週間を ｢救急
医療週間｣ としています。
　｢救急の日｣ を機会に、配備にも限りがある救急車の
利用や救急医療について考えて見ましょう。皆さん自身
の安心のために、｢救急車の適正利用｣ をお願いします。

　消防本部では、AEDを用いた心肺蘇生法や身近な物
を使用した救護法や搬送法などが学べる各種講習会を行
っています。少人数からでも受け付けておりますので、
お気軽に消防本部までご連絡下さい。
○救命基礎講習（1時間から 1時間 30分）
○普通救命講習（3時間）
○上級救命講習（8時間）
※ 受講者の要望に応じて講習内容を検討します。

平成 30年度全国統一防火標語
「忘れてない？ サイフにスマホに 火の確認」

９月９日は『救急の日』

救命講習を受けてみませんか？

第２回　幼年消防クラブ
～火の恐ろしさを学ぼう～

　

今
年
の
夏
は
全
国
的
に
う
だ
る
よ
う
な
暑

さ
が
続
き
ま
し
た
が
、
消
防
署
で
は
、
真
夏

で
も
火
災
出
動
に
備
え
、
防
火
着
を
着
装
し

て
の
警
防
訓
練
（
放
水
訓
練
）
を
定
期
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
こ
の
よ
う

な
訓
練
を
行
う
こ
と
で
、
暑
熱
順
化
（
暑
さ

に
対
応
す
る
能
力
）
を
高
め
、
暑
さ
に
耐
え

抜
く
身
体
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

真
夏
の
警
防
訓
練　
　

放水訓練

屋内検索

《 8月の警防訓練状況 》
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